
３学年　希望学活動計画

学年テーマ

活動のねらい

単元の活動計画

興味のあることを深め、希望をもって卒業しよう！！

～夢を語れる大人を目指せ～

自分の興味関心のあること、好きなことから課題を見出し、探究的な学習を通して、現状や課題を明らかにし、課題解決に向けて主体的に情報を収集し

たり、得た情報等から事実や関係を推測したりしながらその課題についての認識を深めるとともに、将来について考える機会をもつ。

単元名 『調べたことを生かして、自己の生き方を考える』

これまで、キャリア講演会等を通して、将来の夢のもち方や、将来のキャリアをどのように考えていけばよいか多くの方からヒントをいただいてきた。

⇒今後、地域に残るにしても離れるにしても、その地域のよさや課題について考え、地域に思いを馳せる人になってほしい。そんな願いを込め、希望学に探究活動を取り入れ、その発表

や振り返りを通して、将来につながる力を身に付ける。

【探究テーマの設定】 【情報収集】 【整理・分析①】 【整理・分析②】

【まとめ・表現】 【振り返り】

今自分が好きなこと・興味があるこ

と・調べたいこと・地域で気になって

いることを挙げ、研究テーマを設定す

る。

➡2年春休みに個人で調べ学習を行う

➡個人発表を行いながら、興味のある

ことをしぼりグループ作りをする。

➡グループごとにテーマを設定する。

探究テーマについて、情報収集を行

い、現状をさぐる。調べる方法と調べ

ることがらをはっきりさせる。

➡調べ学習を進めながら、海洋センターの方か

らも研究の進め方のヒントを得る。

➡海と希望の学校on三陸　※Ｒ３

・三鉄に乗りながらテーマについて迫る。

➡訪問や電話（誰に話を伺うか）、図書館での

文献調査にて情報収集を行う。

収集した情報を言葉・図・表などの手

段を使って、テーマが違う人や初めて

見る人にも分かりやすく伝えるように

keynoteにまとめる。自分たちが将来、

その課題に関わることを想定し、今後

の取り組みの方向性を考える。（でき

れば重茂とからめて）

⇒発表の準備・リハを含めた学級発表

会を夏休み後に行う。

発表ツール（keynote）を使った発表会

を通して、関係する方々（地域の方、

東京大学海洋研究所の方々など）から

意見を伺い、それを踏まえて自分たち

の意見や考えを再度見直す。

★希望学発表会（8/30予定）で総合的な
学習の時間の授業で行う。
➡発表の振り返りを行い、再度調査・研究
を進め、まとめにもっていく。

①文化祭での発表

②ポスターのような形で、探究活動のまとめを作成し、より多くの方に発信できるかた

ちにする。

単元の振り返りを行う。


